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1月26日(土) 若松スキー場にて

前日の大雪で開催できるか心配されま

したが、講師を含め４名の参加で行うこと

ができました。

午前中は、「スキー授業での指導のポイント」

についての講習でした。初歩のプルークターン

からパラレルターンまでの指導法を、系統的に

わかりやすく説明していただき、短時間でしたが、

指導のコツをしっかりと学ぶことができました。

午後からは、「レベルアップ講習」として、一人

ひとりの滑りにアドバイスをいただいて、それぞ

れの技術を磨きました。
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は
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。
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彼
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。
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。
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。
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が
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、

彼
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す
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を
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の
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定
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。
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見
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す
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1９日（土）・２０日(日）、網走教組「冬の合宿研」

が行われました。今回は、例年とはちがって北見

市内の信濃屋旅館で開催されました。また、この

「合宿研」に、宗谷教組から2名の若い先生方と

道教組から椙木先生が参加し、全体で14名が集い

大変盛り上がりました。

今回の合宿研は、北見市内の安い旅館で行った

ことや、他教組との交流も含め、今後の合宿研の

在り方を考える上で大変意味のあるものとなりまし

た。なお、

担当支部は、

北見でした。

北見支部の

皆さん、ご苦

労様でした。
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一
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日
（
月
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に
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見
市
民
会
館

１
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に
て
、
一
〇
時
か
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紀
元

節
復
活
反
対
集
会
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を
行
い
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す
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弦
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史
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中
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師
に
迎

え
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語
り
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
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軍

国
主
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と
戦
地
下
の
人
々
・
そ
の
後
～
』

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
た
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が
語
り
継
ぐ
べ
き
負
の
遺
産
に
寄

り
添
い
つ
つ
、
平
和
に
つ
い
て
共
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！


